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ルンドベック社とメルク社、Gaboxadol の開発・販売提携を日本市場に拡大 

 
ルンドベック社とメルク社は本日、睡眠障害治療剤 Gaboxadol に関する両社の独占的開発･販売契約を日本市場にも拡大

することを発表しました。 

 
両社は本年 2 月、米国における Gaboxadol の独占的開発･販売に関する提携を発表しました。今回、この合意を拡大する

に当たり、メルク社とルンドベック社は日本国内における同剤の承認申請に必要な臨床開発を共同で実施する予定です。

この開発事業にかかる経費は、メルク社が大半を負担することになっています。Gaboxadol の承認後、両社は日本市場に

おける販売促進を共同で進める計画です。ルンドベック社は Gaboxadol の日本での売り上げの一部を取得しますが、金

銭面に関する詳しい内容は非公開となります。 

 
メルク研究所所長ペーター･S･キム博士(Dr Peter S. Kim)は、今回の発表について次のように述べています。「ルンドベッ

ク社との提携関係を日本市場に拡大することは、世界最強の中枢神経系治療薬メーカーであるルンドベック社と弊社と

の関係の深さを実証するものであり、また弊社の Gaboxadol に対する期待の大きさを表すものでもあります。本剤は睡

眠障害治療薬として画期的な薬剤になりうると、われわれは確信しています。」 

 
またルンドベック社社長兼 CEO、クラウス･ブレストロプ博士も語っています。「日本市場に、Gaboxadol に関するメル

ク社との契約を拡大できたことは大変喜ばしいことです。アメリカ市場におけるメルク社との提携関係が好調なスター

トを切ったことから、われわれは手を結んで、Gaboxadol の可能性を最大限に引き出せると確信しています。また今回の

契約によって弊社は、日本市場への参入の手がかりを得ることも可能です。」 

 
さらにメルク社の日本法人である万有製薬株式会社の平手晴彦代表取締役社長は、「Gaboxadol の日本市場での開発およ

び製品化をルンドベック社と共同で進める機会が得られたことに大いに期待しています。本剤は睡眠障害治療薬として、

日本の医師に新たな選択肢を提供することになるでしょう。」と述べています。 

 
Gaboxadol は GABAA 受容体に直接作用する薬剤で、このクラスでは最初の製品となるものと期待されています。本剤

は、現在販売されているの、または近い将来製品化されるベンゾジアゼピン受容体リガンドとは異なる作用機序を持っ

ています。GaboxadolはGABA受容体の認識部位に直接作用し、ベンゾジアゼピン・リガンドの影響を受けていないGABA

受容体によって薬剤効果を表します。臨床試験では、Gaboxadol に睡眠誘導性および睡眠持続性が認められ、睡眠構造の

改善に有効との結果が得られました。また独自の作用機序を持つ本剤は、薬物依存性が最小限に抑えられると考えられ、

この点が市場における競争力として期待されています。 
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免責事項 上記の発表記事は、ルンドベック社のプレス リリースを日本語に翻訳したものです。オリジナルの記事と 

日本語翻訳文の内容に相違がある場合は、ウェブサイト www.lundbeck.com に掲載された英文オリジナルが優先されます。 
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本リリースの内容は、ルンドベックグループの 2004 年度の業績予測に影響を及ぼすものではありません。 

 
メルク社の将来予想に関する記述 

本プレスリリースには、米国 1995 年私的証券訴訟改革法（Private Securities Litigation Reform Act of 1995）に規定されて

いる「将来予想に関する記述（Forward-Looking Statement）」が含まれています。これらの記述はさまざまなリスクや不

確定要因を伴い、当文書の予測と実際の成果が大きく異なる可能性があります。将来予想に関する記述には、製品の開

発と将来性に関する記述が含まれます。これらの将来予測に関する記述は、いずれも保証されるものではなく、実際の

結果が予測と大きく異なる場合もあります。メルク社は、新たな情報、新たな出来事、その他いかなる状況が加わった

場合にも、これらの将来予測に関する記述を公式に更新する義務を負いません。本リリースの将来予想に関する記述は、

メルク社の 2003 年 12 月 31 日終了年度に関する Form 10-K の第 1 項、および定期報告である Form 10-Q、Form 8-K に記

載された注意事項(存在した場合)など、事業に影響を及ぼす多くの不確定要因とともに評価されるべきです。 

 
投資家向け連絡先 

ルンドベック社 

副社長 ステーン･ユール･ヤンセン (Steen Juul Jensen) 電話番号+45 36 43 30 06 

IR 担当役員 ニルス･ホーボルト (Niels Hobolt) 電話番号+45 36 43 21 38 

メルク社 

IR 担当シニアディレクター マーク･シュティバッハ (Mark Stejbach) 電話番号+1 908-423-5185 

 
メディア向け連絡先 

ルンドベック社 

広報担当 マリアンヌ･バーフォード (Marianne Barfod) 電話番号+45 36 43 21 01 

メルク社 

広報担当ディレクター ジャネット･スキッドモア (Janet Skidmore) 電話番号+1 908-423-3046 

 
ルンドベック社について 

精神･神経疾患治療薬の研究開発、製造、マーケティング、販売を手がける国際的な製薬会社。2003 年度の売上高 99 億

デンマーク クローネ(約 1750 億円)、従業員数は約 5300 人。 

 
メルク社について 

研究開発を主体とした世界的な医薬品会社。人と動物の健康増進のため、幅広い新製品の探索、開発、製造、販売を直

接または合弁企業を通じて手がけている。 
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